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明けましておめでとうございます。コロナ禍で迎える正月も３回目になりました。今年こそ、よい
年になりますように。年末に NHK Eテレの 100分 de名著の中井久夫スペシャルという番組を見ま
した。中井久夫さんは、神戸大学の元精神科教授で昨年 8 月に逝去されました。常に患者さんに寄
り添い、多くの著作を残されました。「戦争と平和 ある観察」という著書で、戦争と平和について
考察されています。その中の一説に『戦争が「過程」であるのに対して平和は無際限に続く有為転
変の「状態」である。だから、非常にわかりにくく、目にみえにくく、心に訴える力が弱い。』『「安
全保障感」希求は平和維持のほうを選ぶと思われるだろうか。そうとは限らない。まさに「安全の
脅威」こそ戦争準備を強力に訴えるスローガンである』とある。今の私たちは平和を希求しなが
ら、戦争へ向かっているのではないだろうか？すぐそこに戦争の足音が聞こえているように思うの
は私だけだろうか？

[最近目立つ病気]
胃腸炎が流行しています。ロタウィ

ルスもあり、おそらくノロウィルスも
あるのでしょう。入院になるかどうか
の重症感がないと検査はしません。検
査をしても特別な薬はありませんし、
重症者は入院して持続点滴をするしか
ないのですから。RS ウィルス感染症
やヒトメタニューモウィルス感染症は
時々見られますが、一時ほどの勢いは
なくなりました。溶連菌感染症やアデ
ノウィルス感染症も時々見られます。
突発性発疹症は 1 年を通じてコンスタ
ントに見られています。
そしていよいよ、インフルエンザの

流行が始まりました。A 型インフルエ
ンザがあちこちでみられています。冬
休み明けには大流行になる恐れがあり
ます。過去 2 シーズンはインフルエン
ザの流行が起こらず、集団免疫は低下
しているものと思われます。大流行に
ならなければよいのですが。新型コロ
ナウィルス感染症は高止まりの状態で
す。小児科領域ではそれほど重症感は
ありません。むしろ、インフルエンザ
の方がはるかに脅威です。行動制限が
なくなりましたが、3 密を避け、手洗
い励行、マスク着用を守っていただき
たいです。インフルエンザは過去 2 年
間の経験から飛沫接触感染を防げば流
行が起こらないことは証明されていま
す。エアロゾル感染をする新型コロナ
ウィルス感染症はそれでも流行を防げ
ませんが、せめてインフルエンザの大
流行だけは避けたいです。
[感染性胃腸炎]
細菌又はウイルスなどの感染性病

原体による嘔吐、下痢を主症状とす
る感染症です。原因はウイルス感染
（ロタウイルス、ノロウイルスなど）
が多く、毎年秋から冬にかけて流行
します。また、エンテロウイルス、
アデノウイルスによるものや細菌性
のものもみられます。
乳幼児に好発し、１歳以下の乳児

は症状の進行が早いです。主症状は
嘔吐と下痢であり、種々の程度の脱
水、電解質喪失症状、全身症状が加
わります。嘔吐又は下痢のみの場合

や、嘔吐の後に下痢がみられる場合
と様々で、症状の程度にも個人差が
あります。３７～３８℃の発熱がみ
られることもあります。年長児では
吐き気や腹痛がしばしばみられます。
[インフルエンザ]
過去 2 シーズン流行がみられなかっ

たので、インフルエンザについて説明
します。
インフルエンザは、インフルエン

ザウイルスを病原体とする急性の呼
吸器感染症で、毎年世界中で流行が
みられます。主な感染経路は咳、く
しゃみ、会話等から発生する飛沫に
よる感染（飛沫感染）であり、他に
飛沫の付着物に触れた手指を介した
接触感染もあります。感染後、発熱、
頭痛、全身倦怠感、筋肉痛・関節痛
などが出現し、鼻水・咳などの呼吸
器症状がこれに続きますが、いわゆ
る「通常感冒」と比べて全身症状が
強いことが特徴です。通常は 1 週間
前後の経過で軽快します。
例年のインフルエンザは、全国の

定点当たり報告数が 1.00 以上（通常
の流行開始の指標）となる 11月末か
ら 12月にかけて流行が開始し、ピー
クは 1月末から 2月上旬が多いです。
予防策としては、飛沫感染対策とし
ての咳エチケット（有症者自身がマ
スクを着用し、咳をする際にはティ
ッシュやハンカチで口を覆う等の対
応を行うこと）、接触感染対策として
の手洗い等の手指衛生を徹底するこ
とが重要です。高齢者における感染
への警戒の観点から、医療・福祉施
設へのウイルスの持ち込みを防ぐた
めに、関係者が個人で出来る予防策
を徹底すると同時に、訪問者等につ
いては、インフルエンザの症状が認
められる場合の訪問を自粛してもら
う等の工夫が重要です。

[新型コロナウィルス感染症]
新型コロナについて、政府内では、
感染症法上、季節性インフルエンザ

と同じ「5 類」への引き下げを早け
れば今年春にも行う案も出ていて、
感染状況も見極め丁寧に検討する方
針です。新型コロナは、感染症法で
「2 類相当」に位置づけられ、厳し
い措置を取れることになっています
が、政府は、社会経済活動への影響
も考慮し、位置づけの見直しを議論
しています。オミクロン株が主流と
なって以降、死亡する人の割合が下
がっていることなども踏まえ、早け
れば今年春にも、季節性インフルエ
ンザなどと同じ「5 類」へ引き下げ
る案も出ています。
ただ、厚生労働省の専門家会合で

は、まだその条件を満たしていない
という指摘も出ていて、政府は、今
後の感染状況も見極めつつ、丁寧に
検討を進める方針です。
一方、感染症法上で「5 類」に位

置づけられると、検査や入院などに
は原則、患者の自己負担が生じます
が、日本医師会からは「新型コロナ
は位置づけを引き下げても公費負担
は残すべきだ」という意見も出てい
て、負担の在り方も協議される見通
しです。

☆西念の駅西福祉健康センター内の金沢
広域急病センター（℡:222-0099）では午
後 7 時 30 分から 11時まで、小児科と内
科の診療を年中無休で行っています。加
畑の担当は 3/17 の予定です。なお 2/5 は
当番医です。
☆金沢市では乳幼児の任意接種のワクチ

ンについての助成金制度を行っていま
す。詳細は受付でお尋ね下さい。
☆当院の Hp（https://kabata-cl.jp）から順
番待ちシステムにアクセスできます。ネ
ットで順番予約ができますので是非ご利
用ください。

☆世界の宝「憲法 9 条」を次の世代に贈
りましょう。


